
■最優秀賞

「例えば、雨どいに植栽を。」
慶應義塾大学大学院巽祐一、河合伸昴

■優秀賞

「着の身　着のまま　気の向くまま」
信州大学大学院斉藤知真

■優秀賞
「個人の快適、社会の最適」
東京大学大学院本村彬、陳嘉威、張煒傑、
　張淑芬、尾島慧亮、宮田翔平、大音裕紀
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ＪＡＢＭＥＥ創立周年
（９） （第三種郵便物認可）２０１９年（令和元年）６月２７日　（木曜日）

　年から年の技術の進化に対し、視
点を建築物のうち「室内」と外「都市」の
両側面におき、建築設備と社会について予
想を展開した内容の濃い提案となってい
る。
　室内空調では『完全パーソナル空調』を
提案し、空調機が動いてパーソナル空調を
行うという従来の設備位置の制限による課
題を発想の転換により解決を図った点はユ
ニークである。
　さらに動くことで出てくる新たな課題を
排熱を蓄えることで解決しようとしている
点も面白い。

　都市に関してはエネルギー循環システム
を提案している。
　太陽光・バイオ・水素発電等を効率よく
行い、ビルや住宅の需要の違いを輸送媒体
を使って電力融通を図っている点も面白い
ので深掘りが期待される。

（審査員　那須原和良）

　「旅する家」というテーマが魅力的であ
る。ノマドのようなテント移動者の生活で
ある。発電する外壁、発光する内壁、空気
層による断熱を組み入れてエンジニアリン
グの進化による新たな最小限住宅を提案し
ている。
　大規模建築の中で一日の生活が完結しが
ちな現代社会に対するアンチテーゼとし
て、この提案は人間のイマジネーションを
開放させるようなすがすがしさを感じさせ
る。青一色のドローイングもシンプルで美

しい。
　ただ、描かれているシンクとトイレはど
のようにしたら「旅する家」に置けるのだ
ろうか。

（審査員　山下浩一）

　「例えば、雨どいに植栽を。」と標題が
つけられたこの作品は、現代の贅沢な生活
への省察に始まり、設備を拡張した先にあ
る未来のライフスタイルの提案に至る叙事
詩である。
　建築や都市の設備という工学的な韻を踏
みながらも硬軟自在な発想が一枚の紙に表
現されている。作者らは現在の環境問題の
原因の一つとして、エネルギーや物質の循
環を司る「設備」が隠蔽されその存在が忘
れられていることに気づき、さまざまなス
ケール感でその機能を考察している。そし

て設備の機能や存在を顕在化して実感させ
るための「のレシピ」というユーモア溢
れる提案にまで展開された。
　明解な文章と洗練された表現によるこの
作品は、よって最優秀賞に選出された。

（審査員長　野部達夫）
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■審査員長
・野部達夫
一般社団法人建築設備技術者協
会会長〈工学院大学建築学部建
築学科教授〉
■審査員
・赤司泰義
一般社団法人建築設備技術者協
会副会長〈東京大学大学院工学
系研究科建築学専攻教授〉
・瀧川義就
一般社団法人建築設備技術者協
会副会長〈朝日工業社取締役常
務執行役員技術本部長〉
・那須原和良

一般社団法人建築設備技術者協
会副会長〈清水建設常務執行役
員ＬＣＶ事業本部本部長〉
・村上正継
一般社団法人建築設備技術者協
会副会長
〈ＭＵＲＡ設備設計事務所代表
取締役〉
・柳井崇
一般社団法人建築設備技術者協
会副会長〈日本設計常務執行役
員環境・設備統括品質管理担当〉
・山下浩一
一般社団法人建築設備技術者協
会専務理事 　（敬称略）

　【撮影意図・アピールポイント】四谷三丁目駅の連絡通路で
撮影しました。天井に張り巡っているパイプは圧巻です。撮影意
図としてはできるだけ長くパイプを画面に入れたかったので、
広角レンズを使用し曲り角で地面スレスレで撮影しました。面
白い構図で撮れたと思います。

　【撮影意図・アピールポイント】駐車場で人知れず回り続け
る換気扇に魅力を感じ撮影しました。

　【撮影意図・アピールポイント】以前から造形美を感じる被
写体だと気になっていた風景を撮りました。都会的なアングル。

　【撮影意図・アピールポイント】川崎市の千鳥町にある工業
地域の建物です。金属パイプの集まりでＳＬに見えるのは私だ
けじゃないハズ。

　【撮影意図・アピールポ
イント】設備は建築意匠的
に後回しにされることが多
いですが、このトイレは、
きれいに収まっており、特
に壁のタイルと露出配管が
マッチしており美しいと感
じ写真を撮りました。（配
管は、埋めることが美だと
思っている人が多すぎる）

▷未知の世界へ（佐伯範夫）
▷どこまでも続くダクト（上村
理仁）
▷陰影（佐藤稜）
▷香水瓶（上野仁）
▷水上設置型太陽光発電所（竹
安惠一）

▷ソーラーエコルーフ（金岡明
光）

▷美学を運ぶダクト（菅野颯馬）
▷パイプライン（望月正晴）
▷スポットライトを浴びて（小
川智実）
▷排気筒のある風景（丹羽明仁）
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（８）（第三種郵便物認可） ２０１９年（令和元年）６月２７日　（木曜日）

▷名称：一般社団法人建築設備技術者協会（JABMEE、Japanese As
sociation of Building Mechanical and Electrical Engineers）
▷所在地：〒　東京都港区新橋６９６　東洋海事ビル
▷電話：（代表）

▷ＦＡＸ：
▷ホームページ：http://www.jabmee.

or.jp/
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　年月日（建築設備士の日）、　建築設備
技術者協会（ＪＡＢＭＥＥ）の広報委員会などの提
唱で、「設備女子会（設女会）」が４人のメンバー
で発足した。それから６年半余り。登録者数は
人に達し、北海道から九州・沖縄までのＪＡＢＭＥ
Ｅの支部・支所が設女会を立ち上げるまでになった。
平成年度東京都女性活躍推進大賞特別賞も受賞し
た。ＪＡＢＭＥＥは、「建築設備六団体協議会」の
メンバーである日本空調衛生工事業協会、日本電設
工業協会、空気調和・衛生工学会、電気設備学会お
よび日本設備設計事務所協会連合会の協力・支援も
得て設女会の活動を展開している。
　徳弘洋子設備女子会会長はホームページの中で設
女会を、「（女性設備技術者は）いまはまだ数が少
なくて男性社会の業界と言われる中、世の中の役に
立ちたいと高い志をもって努力する人々を支え、励
ます、情報を共有する、そんなネットワーク」であ

り「建築設備にかかわるすべての女性たちの交流サ
イトであると同時に、さまざまな活動を通して建築
設備技術者の前向きな姿勢を発信する」と紹介する。
ＪＡＢＭＥＥは、設女会が企画・運営する勉強会、
交流会など、さまざまな取り組みを通したネットワ
ークづくりを推進し、女性技術者の情報交換・発信

の「場」を提供してきた。
　また、設女会事業の一環として年月には「設
備女子の働き方に関するアンケート調査」をまとめ

たほか、それらの事業は同年度に国土交通省が創設
した「もっと女性が活躍できる建設業」地域協働推
進事業として、建設業での活躍を後押しする地域ネ
ットワーク件のうちの１つとして選定されてい
る。
　この会の特徴は、ＪＡＢＭＥＥの会員でなくても
入会登録できる点。建築設備に関心があり、ＪＡＢ
ＭＥＥの目的と倫理綱領に賛同する女性なら、だれ
でも入れる。交流会などで費用がかかる場合は参加
者から実費を徴収するが、入会金、年会費は取らな
いのも特色だ。
　設計や工事、教育や行政などの分野で活躍の場を
広げている女性設備技術者。その彼女たちの「拠り
所」として、設女会の今後の活躍が期待されている。
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進
を
続
け
て
来
た
わ
け

で
す
が

そ
れ
で
は
今
後
は
ど
の

よ
う
な
展
開
が
待

て
い
る
の
で

し

う
か

管
見
な
が
ら
小
生
の

予
想
を
少
し
申
し
上
げ
た
く
存
じ

ま
す


　
ま
ず
は
最
善
の
シ
ナ
リ
オ
を
見

て
み
ま
し

う

建
築
設
備
士
は

法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ

て
仕
事
に
自
信
が
漲
り

宿

願
の
地
位
向
上
も
実
感
さ
れ
る
よ

う
に
な
り

業
務
の
効
率
が
向
上

し
て
考
え
る
こ
と
に
時
間
を
割
け

る
よ
う
に
な

て
何
よ
り
大
切
な

﹁
気
づ
き
﹂
が
増
え

収
益
も
上

が
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ

若
人
も
多

く
こ
の
業
界
を
目
指
し

社
会
か

ら
も
リ
ス
ペ
ク
ト
を
集
め

云
々


誰
し
も
こ
う
な
り
た
い
と
願


て
お
り
ま
す


　
し
か
し

こ
の
慶
事
に
縁
起
で

も
な
い
こ
と
で
す
が

最
悪
の
シ

ナ
リ
オ
も
考
え
て
み
ま
し

う


わ
れ
わ
れ
が
声
高
に
叫
ぶ
地
位
向

上
は
そ
の
反
作
用
と
し
て
仕
事
に

過
剰
な
重
責
と
な
り

業
務
効
率

向
上
の
た
め
に
導
入
し
た
仕
組
み

は
仕
事
を
ま
す
ま
す
多
忙
に
し
て

考
え
る
時
間
を
奪
い

建
設
業
の

構
造
的
宿
命
で
あ
る
生
産
能
力
の

余
剰
は
市
場
原
理
の
発
現
を
妨

げ

わ
れ
わ
れ
の
職
場
か
ら
い
つ

の
間
に
か
笑
顔
が
消
え

敏
感
な

若
人
は
こ
の
業
界
に
魅
力
を
感
じ

な
く
な
り
技
術
も
伝
承
さ
れ
ず


そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
産
業

と
し
て
衰
退
し
始
め

云
々

考

え
出
す
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん

が

至

て
臆
病
な
小
生
に
は


こ
の
よ
う
に
最
悪
な
将
来
も
あ
り

得
る
の
で
は
な
い
か
と
ひ
と
り
危

惧
し
て
お
り
ま
す


　
そ
れ
で
は

最
悪
を
避
け
て
望

ま
し
い
道
を
歩
む
た
め
に
は

今

後
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ

ン
が
必

要
で
し

う
か

小
生
に
も
腹
案

が
あ
り
ま
す
が

恐
ら
く
会
員
の

皆
さ
ま
は
各
自
お
考
え
の
ア
イ
デ

ア
が
あ
る
と
思
い
ま
す

あ
る
い

は

傍
目
八
目
で
協
会
内
部
よ
り

も
ま
わ
り
に
い
ら

し

る
皆
さ

ま
の
方
が
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
お

持
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ぜ
ひ


皆
さ
ま
の
お
考
え
を
協
会
に
お
寄

せ
い
た
だ
き

闊
達
な
議
論
を
興

し
た
い
と
思
い
ま
す

ど
う
ぞ
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す



